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交換機の新分野への応用
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New Field of Application for the Automatic Telephone Exchange

By Kihejta Tajima and Eijir60tsuka

Totsuka Works,Hitachi,Lt〔†.

Abstract

Itis acommonpractice tobuild andinstallany automatictelephoneexchange

only afterthattypecouldprovesatisfactoryperformanceinthe丘eld test･fIowever,

there have never existed any equlpmentS that have no room forimprovement･

Partyline telephone system and tolltelephone system are just a case being

presentlydiscussedfortheir automatization･For the automatization of partyline

telephone system,many a SyStem hasbeentriedbutnon of themhas so farbeen

satisfactory.Recently Hitachi,Ltd.gave birth to a utterly new design of this

device which,nOtClaimlng the ultimate perfection,appeared to have attained so

highalevelof completeness that the NationalRai1ways agreed willingly toits

adoptioninto theJapan's extensive railway service.

Inthe meantime,the prlVaCy-prOteCtedcommunication of partyline telephone

is becomlng a demand of the time,StrOnger With theincrease of users of this

system.This demand,however,is of such a nature thatinitsinstalling the

simplicity and the economy must befirst consideration･A system developed by

Hitachiwhich utilizes thermistor,aSintroduced herein,has successfully satisfied

such demand.

In the end of the article,the writers alsointroduced theinductiveinput toll

dialsystem whichiscapable of transmitting the dialimpulse over comparatively

distancein spite ofits simple construction.
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一般の自動交換機の機器叔び

~喜■

置に就いては,従来か

ら実地試験に於で十分検討の上改良されて,現在でi･まほ

ゞ安定した状態であるが,その応用方面に放ては未だ改

良を必 とし, は新方式を開発して実用化する余地が

残されている｡掛こ応m方簡でほ最近自動連接電話方式

及び市外ダイヤル方式の実肘化が問題となり,より高度

の自動化が要望されて来たこ∴本論では最近日立製作所に

於て開発実用化した日動連接 話,割込防止

導式市外ダイヤル装置に就いて述べる｡

日立製作析戸塚工場

機及び

〔ⅠⅠ〕自動連接電話に就いて

(~り 概 説

日動 按電話方式は中継方式,連接加入者数及び連接

加入者選別方法の囁項によF)各種の方式が考えられる

が,本論では最近

20同線の自動連接

方式では一 至接

カ所作 三日本国右鉄道に納入Lた

諸方式に就いて ベる｡本連接

回線に最大8加入者を収容することがは

ヰ:るが,現川回線ほ19回線64加入者(容量20回線160

加入者)で千 市を中心に半径約40km以下の駅i召1連

路線に適用されている｡加入者選択ほ被呼加入者だけが

呼出信号を受ける所謂完全選別方式で,連接電 加入者
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装置の取扱いも日動単独加入者の場合と全く同様であ

る｡文運接加入者の宅内装置には回線の空塞表示が付い

ているので同一連接回線で同時発信が行われることほ殆

どない｡若し同一回線の連接加入者が相互通話をしてい

る時,必要あれば手動中継台より割込通話をすることも

出来る.｡

(2〕中継方式

木方式は中央装置と加入者宅内装置(子電話機)とで

構成され,その中継方式は第1図に示す通りである｡lこ4-1

央装置ほ連接繰継電器群と信号電源とより成り,連枝線

継 器群はラインスイッチ(ム5.)の前位に接

接線継電器群の援続回路を通してコンネクタ(CO〃∧∵)

のバンクに,叉連接繰継電器群1箇に対して一連接同線

を接続する｡従って連接加入者の外部発一言, 連び及信

接加入者相互通話はすべて中央装雀を通して行われる｡

中央装置の写真を第2図に示すが,連接線継電器群は

1架に10段実装されたものが2架あって,その下部に

中継線輪及び信号電源用変圧器が取付けてある｡加入者

宅内 置は4号電話機と宅内附属装置とより成り,宅内

附属装置にほ放 管,セレン整流器及び継電器等が収容

されている｡第3図にその外観を,第4図嘔その内部構

造を嘉す｡今連接加入者が送受欝=を上げれば,楼点gの

動作により計数回路に接続延長され,一方中継線輪及び

ラインスイッチ(エ.S.〕を通して空一次セレクタ(ヱ∫J

5Eエ.)を捕捉する｡そこで相子加入者の番号(3数字)

をダイヤルすれば相手加入諸が呼出される｡若し相手加

入者が発信加入者と同一一回線の連接加入者であれほ,計

数回路の動作により接点♭が動作するので一皿捕捉され

たスイッチは 放される｡-一方計数回路の者作により接

点gが断続動作して被呼連撲加入者に相当した呼出信号

を線路に 出する｡この場合発信加入者は送受器せ掛け

る必要はなく,単独加入者の呼出の場合と同 に呼出音

第2図 連接電話 中央装置

Fig.2.CentralEquipment of

Party Line System

が聞える｡そこで被呼加入者が応答すれほ信号が止み相

互通話が出来る∴衣に外部から連接加入者への着信の場

合は,コンネクタより｢ト央装置の接続回路を通して接続

されるので接点わが動作し,接点gの断

呼加入者に相当し カ号倍出呼た 出

加入者が応答すれば中継線輪及び按

動作により被

される｡そこで被呼

回路を通して通話

が出来る｡以上のようをこ木蓮接電話方式では連接加入者

の番号ほヰ独加入者と全く同様に附すことがⅢ来る｡例

えば同じ群の連接加入者では一連の3数字の番号を附す

ことが可能である｡又連接加入者相互通話の時ほ一旦捕

捉したスイッチを開放して中継練㌍率を上げている｢)

(3〕連接加入者選別方法

連接加入者の選別ほ加入者宅内装置の放電管及びセレ

ン整流器の極性を利用したもので,各加入者の一線及び

+線と地克との間に加入者に応じてその極性を変えて放

ノ
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第4国 連接電話宅内装置内部構造

Fig.4.Inside View of Subscriber Set

Of Party Line

電管及びセレン整流器を継 器を通Lて接

図にその原理図を示す〔､但L放

交流により放

するぐ_.第5

管Cほ直流を貢尉した

するもので,葺宣する直流の方向により

或る方向でほ放電しその逆力向では放電Lない性 を指

っている｡従つで一一つの連接回線に接続される加入者ほ

第`図に京Lた信号の組合せによケ選択呼才一_uすることが

出来る｡即ちA～ガの8加入者は第`園で元Lた信号の

時のみβリレ←が動作するように,放電管C及びセレン

整流器5が接 されている=ノ今月のイこ_i◆号が到来すれば,

A加入者(第5図)のAリレー従ってβリレ←が動作する

ので接点ゎにより電鈴回路が閉結されるし｢この時月加入

者でほAリレーは動作するがβリレ←ほ動作しないし‥J他

の6加入者では月リレーが軌rl三Lないので勿論βリレー

も動作しない｡J従ってAの什引こよっては月加入者のみ

しか呼出されない｡同様にして』～キの8和歌のイ｡‡号に

より各々8連接加入者を完全選別することが出来る､
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第6図 述]妾加入者呼 出 信 号

Fig.6.Calling Signals of Party Line

Subscriber

(4〕中央装置

連接電話中央装置系統図を第7図(攻頁参照)に.示す｡

〔a)空表示 回線が空いている場合は中性点を接地

LたD.C.100Vがガリレ←を通して線路に供

各加入者の空 示用のネオン管を点灯する｡

(b〕単独加入者への発㍍ 連接加入者が空

され,

元を確

認した後送受器を上げれi･よ,電話機回路によりβリレー

が空表示肘電源により動作して,Aリレ←を路慮 れに

より動作させるし接点β1の閉結により空----･攻セレクタ

を捕捉すると同時にEリレ←が動作して鼠点el,ピコを転

換させて,セレクタより加入者に発雷

入者がダイヤルすれば接点α1

･ソチを

の断ヲ

る｡次に加

動作により各スイ

作させるので,呼出古を聞き乍ら相手の応答せ

待ち,応答すれば中経線輪を適して通話が出来る｡

(二c:)同一-･連接回線の連接加入者相互通話 送受器を

上げて相手加入者番号をダイヤルする操作迄は∂項と仝
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連接電話中失装置系統図

Fig.7.
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く同様に動作するが,相手加人老が同･連接L!ヰ.1根の連接

加入者であれば,この時ほ接点αヱ と計数回路との伽き

により【Wリレー従ってβリレーを動作させる二.βリレ

ーが動作すれば接点d2,d.～の開放により今迄捕捉Lてい

た各スイッチをすべて復旧させ,一方Cリレーが断辞動

作するので被呼加入者に相当Lた信号が接続回路(二二〕を

通して線路に迭｢jiさせる｡この時発信加入 にほ隼独加

入者への発信の場合と同様に呼出古が聞えるので

を上げたまゝで応こ答を待てほよい.｡彼呼加入者が応答す

ればダリレーが動作Lて接点カ2 の開放により信号を停

_l上させ相互通話を行うことが川一束る二.
(d〕着信通話 本装置へコンネクタを通して掠

れるとβr碑の地気によりβリレ∵が動作L,接点み.5に

よりIアリレトを起動させると共に接点 わ丁により接続回

路を準備する.二.Ⅳリレ←i･よ自己接点lγにより断続動作

Lて計数回路と接続回路(_一一｣との仇きにより彼呼加入
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Fig.8.

Circuit Diagram of

Subscriber Set of

Party Lines

老番号を計数する､計数が終メtば上)リレーが動作LてⅣ

リレ←の動作同格を切断L,-一一方Gリレ←が断続動作す

るので被呼加入者に相当した信号が送られる｡この時発

信者への呼出舌ほコンネクタより送られる｡被呼加入者

応答すればダリレ←が動作L,†こi号回路を-Lノ_1断すると共

に接点カ1の閉結により接続回路(--一一〕を通して通話回

路が形成される-_但し第7図に放て切換鞍点 ガ1,芳｡は

E～ガの加入者を呼用す時のみ動作するリレー接点であ

る.-ノ

〔5)連接電話宅内装置

連接電話宅内装帯伺路因を第8囲に示す

〔二a〕空表示 回線が話中でなけか烏川一央装置より線

路間にD.C.100Vが供給されるのでネオン管C｡が点

灯する.〉

(､~b~ノ 発 信ミー加入･者の発†言ほ単独加入者の場合と全

√:同様である∴ 但し同一一回線の連接加入者への発倍の場
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合ほ呼相伝号が発信加入者側にも到 するので,この

号支流を利用して信号中のみ発布加入者のCリレーを動

作させて発信加入者の電話機回路を接点Clにより開放

する｡従って発信加入者ほ同一同線の連接加入者を呼出

す場合でも 受雷を埼ける必要はなく,蓄電器Cを通し

て呼出音を聞くことが出来る｡

(c)着 信 呼出信号が到 すればAリレ←及びβ

リレーが動作して電鈴が鳴る｡そこで加入者が応答すれ

ば接点わ1の地気により中央装置の信号受頸継電器ダが

動作して信号が止む｡

〔ⅠⅠⅠ〕割込防止電話機に就いて

(二り 概 説

多数共同加入電話方式に放て,サ←-ミスタにより秘話

特性を持たせた 話機に就いてほ既に発 (川2)されてい

るが,その後~動こサ←-ミスタを挿入した電話機の受話減

衰量に就いて実験検討tたのでその結果に就いて報告す

る｡

(2)受話減衰量

通話の損失即ち秘密性の定量的な規 として受話減衰

量をとり,その測定結果を第9図及び第川図に示す｡但

しml及びm2はそれぞれ送話及び受話回路に挿入し

た抵抗を,縦軸は1,000⊂bに於ける受話減衰量∂ぷを表

わす｡なお受話減衰量の測定は4号電話機の受話減衰量

測定法に準じて行った｡第9図はml,m2が非常に大

なる場合で,これはサ←-ミスタの挿入により割込防止特

性を持たせる時の秘密性の定量的な親 となる｡第10図

ほml,7Ⅵ2が小なる場合で,これほサーミスタの抵抗

が減少して通話状態になった時の通話の良否を表わす｡

秘密通話とLてはみ忍=60db以上にとれば実験の結果

実用上差支えないから,第?図に於てみR=60dbとすれ

ばm2=0の時ml=約00Okβとなる｡即ち直熟型サー

ミスタでほ極めて大なる固有抵抗を要求されるので,複

するように動作時間の関係より実用にならない｡これ

に対してml≠0,7甘2≠0としてわ点=60dbとすれば

ml〔kJ2)×m2(kJ2)>320でよく,ダブルピード塾サ←

ミスタでは固有抵抗は遥かに小さくてすむ｡三和こ通話時

のサーミスタの抵抗は虻 るだけ小なる程好ましいが,

実際問題として殆ど零にすることは極めて困難である｡

但し通話時のサーミスタの拭杭とi･ま,送話回路のサ←ミ

スタビ⊥ド(制御ピード〕に直流50mAを通じた時の

抵抗をいう｡第10図より分るようにm⊥,m2の小さい

範囲ではmlよりr私の方が受話減衰量に大きく影響

するので,サーミスタピードとしてほ受話同格のど←ド

抵抗を出来るだけ小にすべきである｡送話回路のピード

抵抗ほ回路上棟路抵抗と等価的に挿入されるので,普通
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Fig.10.bRN7署1,77?2Characteristics

(7甘1and7甘2are Small)

mlは通話時50β以下であれば十分である｡そこで今

通話時の受話減衰量を2.5db迄許すとすれば7旦=50J2

の時m2ほ約30β以下でなければならない｡

(3)動作時間及びI㌔もα｡

動作時間は実際の加入者のサービスに関係するもの

で,自動局では加入者が送受器を上げてより発信音が聞

えて来る迄の時間をいう∴動作時間ほ局の電源電圧及び

サーミスタの特性により具るが,普通1秒以内であれは

実用上差支えない｡γ一花α拓は交換局の 源電圧によって

その要求される上限電圧が決まり,A型自動局では45V,

H型自動局では55V又共 式交換 では20Vにそれ

ぞれ選べばよいく,坑托伽の下限竃圧ほ自動式及び共

共に 話機の直流抵抗及び共同加入

式

話機のブランチの

取り方によって異るが普通15Vに選べばよい｡

(1)サーミスタの特性

したように割込防止電話機に用いるサーミスタは
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受話淑衰量,動作時間及びl㌦mの関係より攻の諸特性

が要求される｡

直熱塑け←ミスタ

(i〕固有抵抗 800kJヨ以上

(ii)動作時の抵抗 50β以下

(iij)坑r｡｡ご 15V<γ湘拍<55V(H型自動局〕

15V<γふ㍑<45V(A型自動局)

15V<り郁拍<20V〔共電局)

(iv)動作時間1秒以下

(Ⅴ)電流容量100mA以上

ダブルピード型サ←ミスタ

(i)固有抵抗 ml(kJ2)×m2(kβ)>320

(ii)動作時の抵抗 50β以下(制御例ピード〕

30J2以下(被制御例ピード〕

(iii)Ⅴ洲㍑

(iv)動作時間

流容量

直 型サー スタに同じ

1秒以下

100mA以上(制御例ビ←ド)

20mA以上(被制御側ビ←ド)

即ち直熱型サーミスタでほ通話時の抵抗を固有抵抗の約

1/20,000以下に減少せしめる必要があり,又動作時間は

ビ←ドに れる電流のジュ←ル熟によるど←ドの温度上

昇時間に比例するもので,固有抵抗が800kJ2以上のサ

←ミスタでは初期電流が極めて小さく温度上昇に可成り

時間を要する｡従って上記の

のタス

､
､
ヽ∴

特性を満足する直熟型サ

は現状では困難である｡これに対してダ

ブルピード型サーミスタでは固有抵抗を低く選び得るの

で上記の を持つものが比較的容易に製作される｡

なおサ←ミスタビ←ドの電流容量を100mA以上にする

ことは実用上絶対に必要であり,今後に残された大きな

問題である｡又サーミスタはその性質上周囲の温度の影

轡を受けるので,上記の は周囲温度35つC～【5■ニC

の範囲で満足されなければ実用に供し得ない｡

〔ⅠⅤ〕誘導式市外ダイヤル装置

(り 概 説

自動 話交換機の発達に伴って市外電話交換の自動化

が急速に進展し最近各方面よりその実用化が強く要望さ

れて来た｡市外ダイヤル装置としてi･ま,直流方式,商用

周波方式及び訪 方式等の比較的近距離用のものと,音

声周波方式及び搬送周波方式の長距離用のものとがある

が,本論では近距離用のrllで最も装置が簡単で誘導妨害

の少い 導方式に就いて

(2〕原 理

ベる｡

導式市外ダイヤル装置は市外練の両端局に設置され

るもので,発信及び着信層昔,発着両用及び手動中継台用

等の種類があるが,何れも原甥的には交換局にある直流

別冊第 6 号

♂:誘導ダイヤル街涜

∂ニ 直流タイヤル椅流

第11図 導ダイヤル衝流と直流ダイヤル衝

流の比較

Fig.11.Comparison ofInductive Djal

Impulse with Direct Current

DialImpulse

第12図 準 備 誘 導 衝 流

F短.12.InductiveImpulse for Preparation

of Connection

源を利用し,直流ダイヤル衝流を誘導衝流に変換して

市外線に送用し,相手局のスイヅチを動作せしめるもの

である｡第11図に誘導ダイヤル衝流と直流ダイヤル衝流

との比較を示す｡即ち発信側の市外ダイヤル装置が捕捉

されると,自動的に本装置より接続 備用の誘導蘭流が

送出され,着信側ではそれにより本装置を自局のスイッ

チに接続延長する｡次に発信者がダイヤルすれi･ま,第】】

図に嘉すような誘導ダイヤル蘭流が相手局に送出されて

相手局のスイッチを動作させる｡誘導衝流ほ変成器によ

って発生され,その受信は有趣継電器によって行われる｡

導式市外ダイヤル方式で最も間 になるのは接続準備

蘭流の波形.及びその受信方法であって,誘導妨害を極力

減小せしめるために特別の考慮がなされている｡以上の

ように本市外ダイヤル方式では聴殊の電源を必要としな

いので 筐i･ま極めて簡単であり,且つ誘導衝流の電圧が

高いから直流ダイヤルに比較して遠距離迄ダイヤル蘭流

を確実に伝達し得る特長を持っている｡

(3)日立型誘導式市外ダイヤル装置の特長

導方式では簡単な 置で比較白勺遠距離の地点迄衝流

伝達が出来る利点を持つ反面,線路の誘導妨害等により

衝流受仁‡用石垣継電照が動作し,例えば装置を話中状態

にしたり は通話中に接; 中継したりするおそれもあ

る｡この防止法として従来ほ接続準備肘衝流として2箇

若しくはそれ以上の交互の正員 導衝流を 出していた

が,線路の誘導妨害は一般に波形としては交互の正負

連衡流頓似のものが多いので,従来の方式では未だ 導
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妨害の対策としては十分でほない｡最近日立製作所で試

作した誘導式市外ダイヤル装置では,接続準備用衝流と

して3箇の同方向の誘導衝流を採用し,それ以外の誘導

衝流では絶対に話中とならないので,

インパルス

第】2図に日立

導妨害或ほ擬似

よる誤動作のおそれは実用上殆どない｡

準備誘導蘭琉を示す√=.

(4)中継方式

一例として発着両月]誘導式市外ダイヤルプ式の中継方

式図を第13図に示す｡今A局を発信局,B局を受fr-う局と

して言 明する｡

(a)発信 A局でセレクタを適Lて市外ダイヤル装

置に加入者が接続されると,継 器群ガノ/Gより自動的

に準備衝流として3箇の正の誘導衝流がB局へ送られ

る0Ⅰ主局でほその準備衝流を受信してセレクタを準備す

る0そこで加入者がダイヤルすれば,直流ダイヤル衝流

はA局の尺/Gで誘導ダイヤル衝流に変換されて市外線

に送出される｡被呼加入者が応答すればB石ユの尺ノCよ

り応答表示用の衝流(波形は準備蘭蘭と同じ)がA局に

向って 出される｡A局でほ応答衝流を尺/Gの中にあ

る右極継電器で受信し,度数登算を行って通話をする｡

(b)着信 B局に準備衝流が到来すれほ勘Cの坤

にある有極継電器で受信し,七班 熟烹ガを動作させてセ

レクタを準備する｡次に誘導ダイヤル蘭流が来れば,有

極継電器により直流ダイヤル衝流に変換してセレクタを

動作させる｡加入者が応答すればβ/Gより3箇の正方

向の 導衝流をA局に遺71~iして,発信側装捌こ応答を表

.-･:●

(c)復旧 加入者が送受器を掛ければ,発信,着信

側共に斤/Cより相手局に向って1箇の復旧用誘導衝流

を送出する｡復旧衝流を受領すれば,準備衝流で動作し

た継電器はすべて復旧する｡

〔Ⅴ〕結 盲

最初に述べた連接偏扇ほ従来磁石式連接回線であった

所に適用されているが,従 に較べて加入者装置の取扱

いが簡単になり,且つ完全選別方式であるので業務能率

も極めて向上している｡又硯用回線i･ま-¶･部

線に亘っているが,

認められなかった⊂,

導妨害

気鉄道の沿

等の影響は全然

割込防止電話機ほダブルピード型のものを数台試作

し,現在秘書 話として一部実地試験を行っている｡又

本電話に使うサ←ミスタの電流容量も日立製作所中央研

究所の努力により硯

容量100mAのサ←

ことゝ思う｡

80mAのものが製作され,電流

スタも近き将来に於て実現される

次に｢]立型誘導式市外ダイヤル装置は準備衝流として

3箇の正方向の誘導衝流を採用L,それ以外の誘導衝流

では絶対に木

は殆ど

掛ま話中とならないので実用上誘導妨害

められない｡なお本法澤に放て最も重要でLか

も高度の技術を要する有桓継ノ起器に関しても凍装置に専

用のものを設計Lたものである｡最後に木実験研究に当

り終始御指導御鞭揺を いた日立製作所戸塚工場,交換

機設計課野上氏,江森氏,北村氏及び研究課二見民並び

にサ←ミスタに関Lて種々の_資料を提供して戴いた日立

製作所中央研究所二木氏に厚くゴ

〔1〕江森:

〔2:)大塚:

の意を表する｡
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